
集
会
に
先
立
っ
て
、
冒
頭
に

「
国
鉄
改
革
の
真
相
」
と
題
し

た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
八
七

年
の
Ｊ
Ｒ
不
採
用
通
知
の
場
面

や
、
悪
名
高
い
「
人
材
活
用
セ

ン
タ
ー
」
の
状
況
が
映
し
出
さ

れ
、
当
事
者
は
怒
り
を
新
た
に

す
る
と
共
に
、
初
め
て
こ
う
し

た
場
面
を
見
た
方
達
は
驚
き
を

隠
せ
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

集
会
は
菅
原
晃
悦
県
平
和
労

組
会
議
事
務
局
長
の
司
会
で
開

会
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
及

川
光
行
議
長
は
「
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
立
場
で
国
鉄
闘
争

を
支
援
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
は
民
主
主
義
に
対
す
る

攻
撃
で
あ
る
。
」
「
非
正
規
労

働
者
三
三
％
、
年
収
二
百
万
未

満
の
労
働
者
が
一
千
万
人
を
超

え
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
の
増

加
、
自
殺
者
三
万
人
、
生
活
保

護
の
打
ち
切
り
等
々
、
こ
の
よ

う
な
反
動
の
世
の
中
、
政
治
の

根
拠
が
国
鉄
改
革
で
あ
っ
た
。
」

「
世
直
し
の
取
り
組
み
の
強
化

と
合
わ
せ
、
前
進
す
る
た
め
早

期
解
決
に
向
け
共
に
頑
張
ろ
う
。
」

と
力
を
込
め
て
訴
え
た
。

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

社
民
党
県
連
合
の
大
槻
正
俊
仙

台
市
議
会
議
員
は
「
二
〇
年
前

か
ら
支
援
す
る
会
の
取
り
組
み

を
国
労
と
共
に
取
組
ん
で
き
た
。
」

「
仙
台
市
議
会
で
の
意
見
書
採

択
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
提
起

し
た
意
義
は
小
さ
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
」
と
国
鉄
闘
争
と

の
関
わ
り
を
報
告
し
、
こ
れ
か

ら
も
国
労
を
支
え
、
地
域
の
仲

間
と
の
連
帯
を
強
化
し
て
い
こ

う
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
菅
野

哲
雄
衆
議
院
議
員
）
が
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
高
橋
伸
二
国
労
本

部
委
員
長
か
ら
は
「
四
党
合
意

に
伴
う
不
団
結
も
あ
っ
た
が
現

在
は
『
四
者
・
四
団
体
』
で
解

決
に
向
け
一
致
し
て
取
組
み
を

進
め
て
い
る
。
」
「
〇
三
年
十

二
月
最
高
裁
は
不
当
労
働
行
為

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
国
鉄
に
責

任
が
あ
る
と
明
確
に
し
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
は
七
度
目
の
勧
告
を
日
本
政

府
に
提
出
し
て
い
る
。
」
「
七

月
の
参
院
選
で
与
野
党
逆
転
、

民
主
党
北
海
道
・
九
州
を
中
心

に
政
治
の
場
で
も
尽
力
頂
き
、

連
合
も
国
労
の
運
動
に
協
力
を

頂
い
て
い
る
。
」
「
七
二
八
自

治
体
か
ら
一
〇
九
五
本
の
意
見

書
の
採
択
を
頂
い
て
お
り
、
沖

縄
の
十
一
万
人
集
会
の
よ
う
に

世
論
の
盛
り
上
が
り
が
大
切
。
」

と
、
１
１
・
３
０
集
会
へ
の
呼

び
か
け
と
、
今
後
と
も
共
に
闘

う
決
意
と
要
請
を
行
っ
た
。

闘
争
団
の
紹
介
で
は
高
橋
敏

夫
仙
台
闘
争
団
団
長
と
佐
藤
昭

一
（
大
崎
市
議
会
議
員
）
団
員

が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
高
橋

団
長
が
「
様
々
な
不
安
を
抱
え

て
い
る
が
、
関
係
者
の
団
結
が

深
ま
っ
た
今
、
何
と
し
て
も
解

決
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
」
と

解
決
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
た
。

更
に
宮
城
県
の
受
け
入
れ
闘

争
団
で
あ
る
、
稚
内
闘
争
団
の

鈴
木
勝
氏
か
ら
は
、
北
海
道
の

厳
し
い
状
況
や
、
自
ら
の
東
京

オ
ル
グ
等
で
つ
か
ん
だ
中
小
企

業
の
共
闘
の
重
要
性
が
報
告
さ

れ
る
と
共
に
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
支
援
が
要
請
さ
れ
た
。

国
労
か
ら
お
礼
の
挨
拶
と
し

て
、
橋
本
昭
二
仙
台
地
本
委
員

長
が
こ
の
間
の
国
鉄
闘
争
に
対

す
る
理
解
と
支
援
の
お
礼
と
１

１
・
３
０
集
会
へ
の
参
加
の
呼

び
か
け
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に

対
す
る
更
な
る
支
援
を
要
請
し
、

挨
拶
と
し
た
。

続
い
て
決
議
案
の
採
択
に
移

り
、
全
水
道
丹
野
伸
二
さ
ん
に

よ
る
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早

期
全
面
解
決
を
求
め
る
決
議

（
案
）
」
の
提
案
に
対
し
、
満

場
の
拍
手
に
よ
っ
て
決
議
を
採

択
し
た
。

最
後
に
及
川
議
長
の
団
結
頑

張
ろ
う
で
集
会
を
締
め
た
。
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十
一
月
二
十
日
、
仙
台
市
内
「
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
」
に
お
い
て

宮
城
県
平
和
労
組
会
議
の
主
催
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

早
期
解
決
を
求
め
る
11
・
20
宮
城
県
集
会
」
が
国
労
組
合
員
と

共
闘
の
仲
間
ら
230
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

主催者を代表して挨拶する及川平労議長

11・30全国集会へつなげ！

社民党県連大槻市議

国労本部高橋委員長高橋仙台闘争団団長

佐藤昭一仙台闘争団員鈴木勝稚内闘争団員

仙台地本橋本委員長

全水道丹野さん



東
京
は
昨
年
に
続
き
生
憎
の

雨
模
様
。
駅
伝
の
部
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
の
は
、
昨
年
ま
で
二

連
覇
の
長
野
チ
ー
ム
を
筆
頭
に

実
力
派
揃
い
の
十
八
チ
ー
ム
で

あ
る
。
結
果
は
仙
台
地
本
初
の

入
賞
と
な
っ
た
。
優
勝
は
下
馬

評
の
高
か
っ
た
長
野
地
本
チ
ー

ム
が
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

見
事
三
連
覇
を
飾
っ
た
。

ま
た
駅
伝
大
会
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
個
人
の
部
（
５
㎞
）

で
は
、
仙
総
支
部
の
高
橋
正
人

選
手
が
３
位
、
南
幅
清
也
選
手

が
５
位
、
大
知
里
正
選
手
が
６

位
入
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
輝
い
た
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
Ａ
の
選
手

は
以
下
の
通
り
。

１
区

佐
々
木
晴
基

２
区

南
幅

清
也

３
区

高
橋

正
人

４
区

内
舘

弘
明

５
区

高
橋

真
人

６
区

佐
藤

勝
成

（
敬
称
略
）

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

十
一
月
十
六
日
、
こ
く
ろ
う

会
館
に
お
い
て
、
第
十
八
回
仙

台
分
連
協
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
船
水
副
議
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、
議
長
に
八
重
沢
代

議
員
（
仙
台
信
通
）
を
選
出
し
、

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
赤
間
議
長
は

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
四
者
四

団
体
の
枠
組
み
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
年
度
内
解
決
に
向
け
重

大
な
局
面
で
あ
り
、
１
１
・
３

０
集
会
へ
仙
台
分
連
協
と
し
て

も
最
大
限
取
り
組
む
」
と
述
べ
、

分
連
協
へ
の
更
な
る
結
集
を
呼

び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
中
島
地
本
副
委

員
長
、
秋
山
県
支
部
委
員
長
よ

り
挨
拶
を
受
け
、
さ
ら
に
稚
内

闘
争
団
の
鈴
木
氏
よ
り
現
状
報

告
を
頂
い
た
。

特
徴
的
な
発
言

◆
空
港
ア
ク
セ
ス
線
で
は
完
全

ワ
ン
マ
ン
化
◆
日
勤
教
育
と
い

う
名
の
乗
務
外
し
に
よ
り
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
ス
ト
レ
ス

か
ら
病
気
へ
◆
仙
石
線
乗
務
は

一
日
２
７
６
回
も
駅
へ
停
車
。

あ
お
ば
～
陸
原
間
は
地
下
駅
の

た
め
間
違
い
や
す
く
老
若
関
係

な
く
間
違
っ
て
い
る
（
仙
台
・

宮
城
野
運
輸
区
）

◆
他
労
組
が
取
り
組
ん
で
い
る

解
雇
撤
回
の
署
名
で
は
社
長
宛

で
も
あ
り
抵
抗
が
あ
る
よ
う
だ
。

太
田
氏
の
加
入
の
よ
う
に
意
識

的
に
関
わ
り
を
（
仙
台
電
車
区
）

◆
組
合
新
聞
を
「
誹
謗
・
中
傷

が
あ
る
」
と
し
て
会
社
が
剥
が

し
て
い
っ
た
。
日
頃
の
点
検
・

摘
発
が
大
切
で
あ
る
（
仙
石
線

駅
連
）
◆
出
向
先
の
会
社
で
は

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
だ
け
◆
仕
事
が
回
ら
な
い
状

態
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

伊
藤
事
務
局
長
集
約

◆
今
年
一
番
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
は
仙
台
電
車
区
と
仙
台
駅
連

合
分
会
で
の
組
織
拡
大
。
関
係

者
の
努
力
に
感
謝
と
敬
意
◆
分

連
協
内
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
。

そ
の
た
め
に
も
花
見
・
芋
煮
・

北
部
現
業
交
流
会
へ
の
参
加
を

◆
北
部
現
業
交
流
会
で
は
出
退

勤
シ
ス
テ
ム
や
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｒ

他
問
題
点
や
課
題
が
浮
彫
り
に

◆
Ｊ
Ｒ
東
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
・
闘
争

団
一
体
と
な
っ
た
交
流
の
中
か

ら
反
撃
し
て
い
こ
う

２
０
０
７
年
度
役
員
・
幹
事

議
長赤

間

邦
夫
（
仙
台
駅
連
）

副
議
長

村
松

孝
一
（
仙
宮
運
輸
区
）

曽
我

浩
之
（
仙
石
線
駅
連
）

船
水

清
吾
（
仙
宮
運
輸
区
）

事
務
局
長

伊
藤

稔
（
仙
台
建
築
）

事
務
局
次
長

岩
井

幸
二
（
貨
物
宮
城
）

会
計
監
査

小
野

聡
（
東
工
所
）

冨
田

浩
幸
（
仙
台
保
線
）

幹
事大

友

孝
一
（
仙
台
病
院
）

昆
野

正
則
（
仙
台
駅
連
）

菊
地

範
行
（
仙
宮
運
輸
区
）

宍
戸

康
（
仙
台
保
線
）

松
本

雅
裕
（
仙
台
建
築
）

阿
部

義
広
（
仙
台
電
力
）

八
重
沢
弘
昭
（
仙
台
信
通
）

菊
田

優
（
東
工
所
）

千
葉

覚
（
仙
石
線
駅
連
）

我
妻
美
津
男
（
仙
台
電
車
）

前
田

雄
一
（
貨
物
宮
城
）
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お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済

業
務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定
の

整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、
（財
）

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
で
取
り

扱
っ
て
き
た
業
務
の
残
り
に
つ
い

て
、
国
労
仙
台
地
方
本
部
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

地
本
選
抜
が
初
入
賞
！

◆会社の根幹を揺るがすような重大

な事故が多発している。しかも一向

に止む気配がない。連続して発生し

た仙台駅の停電、奥羽本線で軌間内

へアセチレンガスボンベの放置、指

令ビル停電に伴う線閉支援システム

等のダウン、仙台構内での退避遅延、

各線区でのポイント・

信号機故障による輸送

障害等々、系統を問わ

ず、挙げれば枚挙に暇

が無い程である◆会社

は今年度、緊急現場長

会議を何回開催したで

あろうか。その都度現

場長は引締めの言葉を

頂いた事であろうが、その後に現場

で繰り返し指示される対策は「基本

動作・ルールの徹底」である◆当り

前の動作、当り前の約束事が守られ

ない。これは深刻である。どうして

守る事・守らせるが出来ないのか、

本気になって考える必要がある。福

知山線・羽越線の轍を踏むことは許

されないのである◆「そんなことは

指摘されるまでもなく認識している」

と言われそうだ。確かに

危機感は一致しているよ

うだ。しかし原因の認識

はどうだろうか◆ＪＲ西

日本では行き過ぎた日勤教育による

「恐怖心」で労働者をコントロール

してきた。ミスをすれば乗務停止と

罵詈雑言の日々。裏を返せばミスは

全て個人の責任にすり替えられ、会

社には一つの落ち度もないそぶりさ

え見せていた◆多発する事故の原因

に対する国労の見解は単

純だ。行き過ぎた効率化・

合理化の結末である◆仙

台支社ではどの位の危機

感が存在するのか。聞け

ば２０周年の記念誌を発

行するという。発想は悪

くない。そうしたものと

これは別、との意見もあ

るだろう。しかし「安全・安定輸送」

がガラガラと音を立てて崩れ始めて

いる現状の中で、個人情報（家族な

ども含めて）を公の眼に触れる事を

承知で、しかも承諾する事を慫慂す

るのはいかがなものだろうか◆ＪＲ

発展の「光」を強調したい気持ちは

理解できるが、一方の「影」を無く

すことに全力を尽くすのが先ではな

いだろうか。

◆
11
月
10
日
、
皇
居
外
周
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
第
12
回

国
労
東
日
本
本
部
主
催
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
２
年
連
続
の
雨
に
た
た
ら
れ
た
が
、
悪
天
候
を
も
の
と

も
せ
ず
に
熱
い
闘
い
が
展
開
さ
れ
、
駅
伝
の
部
で
は
仙
台
地
方
本

部
選
抜
チ
ー
ム
が
初
の
３
位
入
賞
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

仙台地本選抜チームと個人の部参加のみなさん

退

職

十
月
三
十
一
日

高
橋

曙
光
さ
ん

郡
山
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

堂々の３位でゴールするアンカーの佐藤選手


